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1,問 題 の所 在
日本国内の小中学校に在籍するJSL児 童生徒1が 学業不振や不登校など様 々なかたちで
学校教宥への不適応に陥ることが少なくない。太田(2002:108)は 、学校での 目本話教
育を・学校教育の 「日本語至上主義 」に導かれた同化主義的な 「補償的日本語教育」 と
呼ぴ・日木語を習得させること自体がJSL児 童生徒の学業不振を助長し、JSL児 童生徒の
「自己意識の確立」を困難すると指摘する。そして、 日本語指導自体 もJSL児 童生徒の学
校への不適応問題の要因であるとし、子 どもの母語での敦育を重視したバイリンガル教育
への転換を主張 している(太 田1996 、工998、2DO2)。
たしかに、バイリンガル教育の導入など・JSL児 童生徒が第一言語で学校生活上の支援
を受けられる環境整備については、年少者日本語教育 に限らず、多言語的 ・多文化的状況
が深まる日本の社会、学校教育全体で議論すべ きである.し か し,JSL児 童生徒の言語的
な支援として母語教育が実施される例は少なく、主として日本語指導が、JSL児 童生徒の
言語面の支援を担っているのが現状である,JSL児 童生徒は日本の学校に在籍 し、日本語









た だ し、 「日本 語 至 上 童義 」 「補 償 的 日本 語 教 育 」(太 田2002〉 で は ない 口本 語 指 導 を実
践 す るた め に、 日本 語指 導 実 践 の あ り方 を捉 え直 し、短 期 的 な 「教 育 成呆 」だ け に と ら わ
れ ず 長 期 的 な 視 野 を もっ てJSL児 童 生 徒 σ)学び と成 長 を支 扱 す る 目本 語 敦 育 を 展 開 す る
必 要 が あ る 、JSL児 童 生 徒 の ため の 日本 語 指 導 の 現 状 は、 「初 期指 導 」 と して 日本 語 を文
法 債 み上 げ 式 に短 期 閲 で 敦 え た 後 は 、 「学 業 不振 」 とい う顕 在 的 な 問 題 へ の 対 応 に引 きず
られ 、普 通 学 級 で の 学 習内 容 に 「追 い つ か せ る 」 こ とを 目指 した 袖 習 的 な 支援 に 偏 る傾 向
に あ る 。 「追 いつ かせ る」 た め の指 導 の 多 くが 、 児 童 生 徒 が 目の 前 で 抱 えて い る教 利・学 習
. Lの 問 題 に対 す る 「そ の場 しの ぎ」 の 対 策 に 終 始 してJSL児 童 生 徒 が 抱 え る 恨 本 的 な 問
題 を解 決 す る に至 る こ とな く、知 らず 知 らず の うち に 、 さ らな る学 業 不 振 、不 適応 問 題 を
助 長 してい るの で は ない だ ろ うか 、 この よ うな 問 題 意 識 を 踏 ま え ・筆 者 は ・学 校 に お け る
日本語 指 導 を逓 じて 、「初 期 指 導 」 「教 科 指 導 」 の 枠 を越 え た ・子 どもた ちの 自己 表 現 や 周
囲 の 環 境 へ の 参 加 を支 援 す る こ と を 目指 したJSL教 育 実 践 を 考 え ・実 践 す る こ とが 求 め
られ て い る と考 え る。 したが って 、 本 研 究 の 課 題 を次 の よ うに設 定 す る。
研 究 課 題:年 少 者 目本 語 教 育 実 践 は 、 どの よ う にJSL児 童 生 徒 が 学 校 生 漬 ・学 習 活 動
に 参 加 し、 自己表 現 を しなが ら、参 加 した場 で 学 び 成 長 す る支 援 をで きる の か 。
年 少 者JSL教 育 実 践 を考 え る基 礎 研 究 と して 、 オ ー ス トラ リア で の 移 民 の 子 ど もた ち
を対 象 と したESL教 育 に つ い て 実 地 調 査 を行 な っ た,,本 稿 は 、 オ ー ス トラ リア の 英 語 を
第 一 盲 語 と しな い 子 ど もた ち を対 象 と したESL(EnghshasaSecQn〔iL己nguage:第 二 言
語 と して の 英 言酌 教 育 実践 の 理 念 的 目標 と授 業 実 践 事 例 の 分析 を 通 じて 、 年少 者 の た め の
第 二 言 語 教 育 実 践 に 共 通す る理 念 目標 を見 出 し、年 少者 口本 語 敦 育実 践 へ0)応 用 を検 討 す
る。
2.な ぜ オ ー ス トラ リアの 年 少者ESL教 育 か
本 研 究 は 、]本 国 内 のJSL児 童 生 徒 の た め の 日本 話 指 導 が 「第 二 言 語 と して の 日本 語
教 育 」 と位 置 づ け られ る こ とに 着 目 した 。U本 の学 校 に お け るJSL児 童 生 徒 に は ・ 言 話
的背 景 と して 、① 家 庭 内言 語 が 日本語 で は ない 、② 口本 語 で σ)生育 歴 が 乏 しい ・③ 日本 語
で の 学 習 歴 が な い 、 社 会 的 背 景 と して 、6)来 日理 由が 自 分 の 意 思 で は な い が 、⑥ 社 会生
活 、学 校 生 活 、 学 習 漬 動 の 中 で 口本 語 を必 要 とす る とい う特 徴 が あ る 。 これ らの 特 徴 は・
オ ー ス トラ リア 国 内の 移民 の 子 ど もた ち の 背 景 と一 致す る.JSL、ESLの 子 ど もた ち の こ
の よ うな 言 語 学 習 環 境 は、 「目標 言 語 が ひろ く使 用 されて い る 国で 、 口標 言 語 を実 際 の生
活 に 使 う学 習 者 の ため に行 な わ れ る」(Cook2001113)と 定 義 され る 弟二 言 語 教 育 に 該 当
し、 「目標 言語 が 日常 の 伝 達 手段 で は な い 場 所 で 実 施 され る 」(Cook2001:13)外 国 語 教
育 とは 一 線 を画 す もの であ るQ
また 、 オ ー ス トラ リア の国 家 と して の 多 文 化 主 義 的 な言 語 政 策 も、 同 「IIのESL教 育 に
注 目す る 理 由 で あ る、,L〔)Bia【1co&Freebody(2001)に よ る と、 オ ー ス トラ リア 国 内 の
学 齢 期 の児 童 生 徒 の15%が 、家 庭 で は 英 語 以 外 の 旨語 を話 して い る とい う。 こ の よ う な
ESLの 子 ど もた ちの 特 別 な 二 一 ズ に 応 じてESL教 育 を実 施 す る根 拠 とな っ て い る の が 、
1987年 に発 表 され た1.}語政 策NatiQnalPolicyonLanguages(LoBia[lcol987)で あ る,,
LoBimco(198714)は 政 策のII標 と して 、
学びと成… 振する年少… 一 実践に　
、1
・言 語 差 に よる不 公 平 ・不 利 ・差 別 の 克 服
英 語 以外 の言 語 文 化 背景 を持 つ グ ルー プ に対 す る支 持
等 を掲 げ た 。 さ らに 、 政策 の 柱 の 一・つ と して 、 子 ど もた ちの 母 語維 持 に も配 慮 す る 多 文 化
主 義 の 立 場 か ら、 全 国民 の英語 能力 を保 障 す る"Englishf(〕rAll"政 策 を打 ち出 し、 移 民
の 子 ど もの た め のESL教 育実 施 も規 定 して い る.
以 上 の こ とか ら、 本 稿 は、 日本0)学 校 で のJSL教 育 実 践 を検 討 す る参 照 点 と して オ ー
ス トラ リ アの 年 少 者ESL教 育 実 践 を分 析 す る。
3.実 地 調 査=オ ー ス トラ リア にお け る年 少 者ESL教 育
3-1.ク ィー ン ズ ラ ン ド州 に お け る年 少 者ESL教 育
表1は 、 ク ィー ンズ ラ ン ド州 に お け る 年 少 者ESL教 育 の 実 施概 要 であ る2。 小 学 生 相 当
年 齢 の子 ど もは 、 地元 の小 学 校 に直 接 編 人 しESL教 師 の 指 導 を受 け なが ら学 校 生 活 へ の
適1、邑iを図 る・ ハ イス クー ルに 編 入 す る年 齢 の 生 徒 の場 合 は 、 生 徒 の背 景 、 と くに 英 語 能 力
に応 じて 入 り口が3つ に分 か れ る 。 一 つ 目ヴ)入り口 は 、 英 語 で の生 活 経 験 ・学 習 経験 が ほ
と ん ど な い 生 徒 が 、 メ イ ンス トリー ム の 高 校 に編 入 す る前 に約6ケ 月 問 のESL集 中 プ ロ
グ ラ ム を 行 な うM高 校 に 入校 す る こ とで あ る。 笛 二 の 入 り口 は メ イ ンス トリー ム の 高 校
に設 置 され たESLユ ニ ・ノトで あ る 。 この 段 階 の生 徒 は 、 メ イ ンス トリー ム の 高 校 に 通 い
なが ら も 、 ほ ぽ全 日ESLユ ニ ッ トと呼 ば れ るESL教 室 で 過 ごす。 そ して部 分 的 に 一 般 学
級 の 授 業 に合 流 しなが ら完 全 に ・目目目一股 学級 に 移 る 準 備 をす る。 第3の 入 り口が 普 通 嵩 校 の 一
般 学 級 で あ る・ この段 階 の生 徒 は 他 の 英 語 を母 語 とす る 生 徒 と同 じク ラ ス に 在 籍 し、 必 要
に応 じてESL教 師 の指 導 を受 け る3。
表1ク ィー ンズ ラ ン ド州 にお け る年 少 者ESL教 育
小学 生(5～12殻 の場 合) ハ イ ス クー ル(12競 ～18脂)の 場 合
RI高 校(ESL∫1ひ11,罰 糾i校)
(公立 の特 別なハ イ スクール
平均6ヶ 月問 で修 了)
*通 常は 、地元 σ)小学校の通常 学級 に直接 編入す
る。
*子 どもの必要 に応 じてESL教Ilrllが 配置 され 、
取 り出 し指 導や 入 り込み指 導、メイ ン ス トリー
ム の教 師への助 言等の支援 がな され るり
*ESL児 縫生 徒が 多い弓毛校にはESL教 室 が常設
され るその他 の学佼で は、非 常勤 のESL教 師
を派遣す る
ESLユ ニ ッ トの あ る ハ イ ス ク ー ル
(ブ リス ベ ンr†f内に9校
完 全 取 り出 し指 導 〉
ハ イ ス クー ル の ・般 学 級
(EducationQlユeensland,盈5Z}〃1ρ`'e(〕rps/3rPゴ,を も と`こ 作D父)
M高 佼 に は 、 世 界 の約32力 同 か らオ ー ス トラ リア に人 国 した児 童 生 徒 が 在 藷 して い る
とい う 匹。 この 放 は 、 ク ィー ンズ ラ ン ド州 の学 校 に 入学 す るESL児 童 生 徒 の 背 景 の 多 様 さ
を示 して い る。 筆 者 が半 年 問 の参 与 観 察 を通 じて 同 校 の 教 室 で 関 わ っ た 生 徒 は 、 ス ー ダ
ン、 リベ リア 、 ア フ ガ ニ ス タ ン、 イ ラ ク 、 ボ ス ニ ア 、セ ル ビア 、ハ ンガ リー 、 ベ トナ ム、
韓 国 、 台 湾 、 香 港 、 巾国 、 日本 か ら の 子 ど も た ち で あ っ た。 こ の よ う に 多 様 な 国 ・地域
早稲田大学日本語教育研究
か ら オ ー ス トラ リ ア に入 国 した 児童 生徒 は 、 言語 ・文 化 背 景 だ け で な く、 入 国前 の 生 活 体
験 、 と くに学 校 経験 ・学 習 経験 も多 様 で あ る ・紛 争 地 域 か ら難 民 と して オ ー ス トラ リ ア に
入 国 した 子 ど もた ちの 多 くは 、 出 身 国 で の学 校経 験 が ほ とん どな い こ とか ら、 第一・言 語 で
の 読 み 書 き能 力 も乏 し く、入 校 斑 初 は 、 鉛 華 を持 っ て書 い た り、机 に座 っ て授 業 を受 け る
こ と も初 め て と い う生徒 も少 な くな か っ た。 一方 、 出 身国 で の 学 校経 験 が あ る子 ど もた ち
の 中 に も、 母国 の 学 校 での 読 み 書 き中心 ・教 師 中心 の学 習 ス タ イル か ら、英 語 の 読 み 書 き
は容 易 にで き るが 、 ク ラス 活 動 に参 加 して教 師 や他 の 生 徒 と関 わ り合 い なが ら さ ら に英 語
能 力 を伸 ば す こ とが 困 難 な生 徒 も観 察 され た 。
ESL指 導 に 中心 的 に関 わ る の がESL専 門の 教 師 で あ る。 ク ィー ンズ ラ ン ド州 で は 、 教
員 資 格 お よ びTESOL〔 第 二 言 語 と して の 英 語 教 育)の 専rl】性 を持 つ こ とがESL教 員 と
な る要 件 と され て い る。 また 、小 学 校 中学 年 以上 の 児 童 生 徒 を対 象 と したESL指 導 で は 、
算 数(数 学)や 社 会 ・理 科 の 内容 とこ とば を統 合 した内 容 重 視 の ア プ ロ ーチ が と られ る こ
とが ほ とん どで あ る。 この た め 、言 語 指 導 の 側面 と教 科 内 容 を統 合 して教 え る素 養 も兼 ね
備 えたESL教 師 が少 な くな い。
ESLの 指 導 形 態 と して は 、入 国 問 もな いESL児 潅 生 徒 が メイ ンス トリー ム の 学 狡 ・ク
ラ スヘ の編 入 準 備 をす るた めの 特 別 な 学 校 ・ESL教 室 が ブ リス ベ ン市 内 に二 つ 設 置 され
て い る(M高 とG小:表2参 照)。 一 方 、 メ イ ンス トリー ムの 学 校 で は 、ESL児 童 生 徒 が
普 通学 級 に 在 籍 し、 部分 的 にESL教 室 に 通 級 す る取 り出 し形 式 の 指 導 が 一般 的 で あ るが 、
ESL教 師 あ る い は宇FIl助教 員 が 、 普 通 学 級 に入 り込 ん で指 導 を 行 な う例 もあ る とい う こ と
で あ る。
3-2.調 査 方 法
2(〕〔)3年3月 か らll月 に か け て 、 オ ー ス トラ リア ク ィ ー ンズ ラ ン ド州 ブ リス ベ ン市
内 の 小 学 校6校 、 ハ イ ス ク ー ル3校 を訪 れ 、英 語 を第 一 言 語 と し な い児 重 生 徒 の た め の
ESL教 育 につ い て 、参与 観 察 、授 業 見 学 、教 師 イ ン タ ビュ ー 等 を 通 じた実 地 調 査 を行 な っ
た 。
本 橘 で 言 及 す る 主 な学 校 訪 問 先 とそ の 指 導 形 態 ・特 色 を 表2に 示 す 。M高 校 で は 、
ESL教 室 ボ ラ ンテ ィア と して 週1～3日 教 室 に入 り込 み 、教 師 の下 で 生 徒 の 学 習 支 援 を
しなが ら6ヶ 月 問 参与 観 察 を した・1小 学 校 お よ びG小 学 校 で は、ESL教 室 を訪 問 し、授
業 見 学 を した ・ 授 業 見 学 ・参 与 観 察 時 に は 、ESLの 授 業 内容 、教 師 の 児 童 生 徒 へ の 働 き
か け 、 児童 生 徒 の 反 応 に注 目 した。
ESL教 師 へ の イ ン タ ビュ ー 内 容 は 、 学 校 や 指 導 す る 児童 生 徒 の状 況 、 指 導 の 内容 や 方
法 、指 導上 の留 意,"Ilなどで あ る。 今 回 、学 佼 訪 問 を通 じて の べ13名 のESL教 師 か ら話 を
聞 くこ とが で きた 。 本 稿 で 言 及 す る教 師 は、M高 校A校 長 、1小 学 校o)D教 諭 、G小 学
校 のB教 諭 で あ る。A校 長 は、 ブ リ スベ ン地 域 の新 着 移 民 のESL児 童 生 徒 を受 け 入 れ る
M高 校 の 代 表 者 で あ り、直 接 子 ど も た ち の指 導 に あ た る10数 名 の教 師 や そ の 他 ス タ ッ フ
を統 括 す る 人 物 で あ る。M高 校 で は、 こ の ほ か 、授 業 で の 参 与 観 察 を通 じて 、ESL教 師
4名 と関 わ りを もっ た。 どの教 師 も教 育 経 験15年 余 りの 教 師 で あ る。
1小 学 校 のD教 諭 とG小 学 校 のB教 諭 は 、 小 学校 に常 設 され たESL教 室 の常 勤 教 師 で
あ る。D教 諭 は 、 小 学 校 で のESL専 門 教 員 と して25年 程 度 の 教 育 経 験 を もつ ベ テ ラ ン
「 『
学 び と成長 を支援す る年少者 日本語教育実践 に向 けて
表2素 な学校訪問先 と特 色
学校名 ESL指 導形態 ・特色
M高 校 ESL集 中訓練校(入 国直後のESL児 童生徒 ユのための学校1
メインス トリームに縄入するための集巾準備教 育(平 均6ヶ 月)
オース トラリアの学校への適応指導
・ESLの ほか、欽学、理秤、社会、体育等の授業 も実施
1小 学校 ESL教 室(常 設)学 牢・レベ ル毎 に取 り出 し指導
メインス トリームの授 業内容 との連携 を 碗視
G小 学校 ESL教 室(需 設 〉
RefugeeProgram(テ1詮 民 の 子 ど も向 け の 集 中 プ ログ ラ ム)(約6ヶ 月〉
オ ー ス トラ リア の学 校 へ の 適 応 指 導
・英 語 の 読み 書 き、 四則 計 算1算 数)の 導 入 、棟 習
教 師 で 、 主 と して 小 学 校 中高学 年 のESL児 童 の取 り出 し指 導 を担 当 して い る。1小 に は 、
も う一 人 ・ 小 学 校 低学 年担 当 のESL教 師5が 常 勤 して い るが 、 彼 女 も、D教 諭 をESL指
導 の 「ア イ デ ィア の 宝 庫 」 と評 して い た 。 一 方 、G小 学 校B教 諭 の 教 育 経 験 年 数 は 未 確
認 で あ るが 、 同小 の近 くにあ る難 民 収 容 施 設 に収 容 され た 難 民 の 子 ど もた ち を対 象 に 、 英
語 で の リテ ラ シ ー の導 入 や オ ース トラ リ アの 学 校 へ の 適 応 指 導 を担 当 して い る7。
以 上 が 、 調 査 フ ィー ル ドと調 査 の 概 要 で あ る 。 次 節 で は 、ESL教 師が どの よ う にESL
児童 生 徒 に対 す る指 導 を考 え 、 実 践 を展 開 して い る の か 、 そ の 理 念 目標 と実 践 に注 目 し
て 、 オー ス トラ リアに お け る年 少 者ESL教 育 実 践 を分 析 す る。
4,オ ー ス トラ リアの 年 少 者ESL教 師 の 教育 実践
4-1.年 少者ESL教 育の理念的目標1年 少者ESLの 目指すこと
オース トラリアにおける年少者ESL教 育は何を目指 しているのか、その理念的 目標を
探る手掛かりとして、学校現場でESL教 育に携わる二人の教師の話を引用する.入 国直
後の子どもたちの集中教育を実施するM高 校のA校 長は、同校の教育目標について
オース トラリア とい う新 しい環境 、社会 に移 民の子 どもたちを受 け入れ、 その中で子 どもたちが
生 きてい く支 えをつ くること。 自分の力 で生 きていけるよ うになるに は3～5年 はかかるが、 こ
こでの教育 は、 自分の力にできるよ うに なるための一
(2003.3,て4学校訪問時)
と述 べ た 。 ま た 、 メ イ ン.ストリー ム の 一 般学 級 で 学 ぶ 小 学 校 高 学 年児 童 のESL教 育 を担
当 す るD教 諭 も、様 々 な アク テ ィ ビテ ィを用 い た授 業 実 践 を通 じて 、
児童 が在籍 している学級での学習内容に出 て くる概念や語彙、必要 な学習 スキルをスキ ャフ ォー
ル ディング している。(2003 .8.22教 室 訪問時)
正IL稲田大学 日本語教育研究
と述 べ た。 二 人 の 話 に 共通 す る 「ス キ ・、・フ オー ル デ ィ ング(scaffolding)」 は 、 学 校 訪 問
を 通 じて 筆 者 が 出 会 った 他 のESL教 師 た ち か ら も頻 繁 に 聞 か れ た 音 葉 で あ る。 ス キ ャ
フ ォー ル デ ィ ン グが 、 オー ス トラ リア に お け る年 少者ESL教 育 実 践 を結 ぶ 理 念 目標 を知
る キ ー ワ ー ドで あ る と考 え られ る。
4-2.ス キ ャ フ ォー ルデ ィ ング とは何 か
Hammond&Gibb()ns(2001:5)は 、 ス キ ャ フ ォー ル デ ィン グ を、
・学 習 者 が 新 しい ス キ ル、 概 念 、 理 解 を 獲 得 す る事 を 目指 した 教 師 に よる支 援
・何 をす るか 、答 を教 え る だけ で な く、 ど うす る か を学 ばせ る支 援 をす る
・徐 々 に生 徒 が 自力 で 作業 で き る よ うに な る こ とが 目標 であ る
と定義 す る 。 さ らに 、Hammondら は 、 ス キ ャ フ ォー ル デ ィ ングの 概 念 を よ り明 らか に す
る た め に、Ilhelp(助 け る こ と)"と ス キ ャ フ ォー ル デ ィ ン グ と を対 比 し・ 』lhe[p"が そ の
場 で の 要 求 を満 たす だ けの支 援 に終 始 す る の に対 し、 ス キ ャ フ ォー ル デ ィ ング は 、生 徒 が
支 援 を受 け た場 面 の 外 で 、 新 た な 課 題 に取 り組 め る よ うな 支援 、 つ ま り、ESL教 室 の 外
で も応 用 で きる よ うな形 で 、知 識 や ス キ ル を学 ぶ 支援 をす る こ とで あ る と述 べ て い る ・
さ らに 、Hamm()nd&Gibbo[1s(2001:5)が 特 に強 調 す る の は 、
白力 で 作 業 で き る よ うに な る こ とが 目標 で あ る(tcmporalynature)
・学 習 者 の能 力 や周 囲 の環 境 と合 致 した 支 援 をす る(contingency)
とい う2つ の 点 の重 要 性 で あ る。 入 回 後6ヶ 月 未 満 の 小 学 生 のESL集 中 指 導 を担 当す る
G小 学 佼 のB教 諭 は 、言 語 習 得面 の 指導 目標 と して 「最 低 限 の 英語 力 呂」 を得 る こ と を挙
げる 一 方 、 そ れ だ け で は一 般学 級 での 教 科 学 習 に直 接 太 刀打 ち で きない との 認 識 を示 し、
メ イ ン ス トリー ム(一 般 学級)で 、 間 違 い を恐 れ ず に挑 戦 して い け る 自信 を持 たせ るこ と
(2003.11.17教 室 訪 問 時 の イ ンタ ビュ ー)
が 初 期6ヶ 月 問 の 指 導 の大 き な 目標 で あ る と述 べ て いた 。 この よ うな教 師の 意 識 は、 学 習
者 の 能 力 や お か れ た 状 況 に合 致 した教 室 活 動 を通 じて 、 徐 々に 自力 で作 業 す る度 合 い を高
め るス キ ャ フ ォー ルデ ィン グ と一 致 す る もの と思 われ る。
4-3.2つ の ス キ ャフ ォール デ ィ ン グ
Hammond&Gibbons(20〔)1:6)は 、 ス キ ャ フ ォ ー ルデ ィ ング を
マ ク ロ ・ス キ ャ フ オー ル デ ィ ング:コ ー ス全 体 の 目標 の 明 確 化 、 ア ク テ イ ビ テ ィの 選
定 ・配 列 な ど、 教 室活 動 をデ ザ イ ンす る際 に組 み込 む スキ ャ フ ォー ル デ ィ ン グ
ミ ク ロ ・ス キ ャ フ オー ル デ ィ ン グ ニ指 導 時 の 学 翌 者 の必 要 に 応 じ て 行 な うス キ ャ
フ ォー ルテナィン グ
と に分 類 して い る。
マ ク ロ ・ス キ ャ フ ォー ル デ ィン グの た め に まず教 師が す べ きこ とは 、 教 師が 授 業 の 達 成
目標 ・課 題 を 明確 にす るこ とであ る(Dansie2001:5① 。 そ して 、 目標 ・課 題 の達 成 に必
要 な ス キ ル や 知識 を明 確 に し、 そ れ を育 成 す る ア クテ ィ ビテ ィを考 え 配 列 して い く。 こ う
して 、教 室 活 動 の デザ イ ン とい うマ ク ロ レベ ルで ス キ ャ フ ォー ル デ ィ ン グが組 み 込 ま れ る
』 ■
学ぴ一 一 る… 日… 育実践に向けて1
こ とに な る、,マクロ ・ス キ ャフ ォー ル デ ィ ング に よ る言 語 ・リテ ラ シ ー教 育 に お け る授 業
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図1ス キ ャ フ ォ ー ルデ ィ ンダ にお け る教 授 ・学 習 サ イ ク ル
〔IlammOIld2001=28を も とにf乍成 〕
まず 、体 験 的 で 活動 的 な ア クテ ィ ビテ ィを通 じて 学 習 内 容 に 閏 す る情 報 や こ とば を 共 有
す る。 次 に 、 具体 的 な 達 成Il標 〔課 題)に どの よ うに取 り組 め ば よい か 、 そ の 過 程 を教 師
が 実 演 して 見せ る・ 次 に 、敦 師 と学 習 者 、 学 習 者 同 士 が 共 同 で 課 題 に 取 り組 み 、 学 習 者 が
各 自 、 自 分 の課 題 を完 成 させ る よ う に授 業 を組 み 立 て る の で あ る ・,
次項 で 、筆 者 が 見 学 した授 業 実 践 乎 伍IIの分 析 を 通 じて 、 ス キ ャフ ォー ル デ ィ ン グの プ ロ
セ ス を具 体 的 に述 べ る 。
4-4.授 業 実践 事 例 一 小学 校 高 学 年 の取 り出 し指 導 か ら一
事 例 と して取 り上 げ る授 業 実 践 が 展 開 され た教 室 は 、1小 学 校 の5年 生6名 を対 象 とす
るESL教 室 で 、ESL専 門教 員 のD教 諭 が担 当す る 、・,6名の 児 帝 は 、 入 国 後6ヶ 月 以上 経
過 して お り、取 り出 しのESL指 導 を受 け る の は週 に30分1コ マ で あ る 。 こ の授 業 事 倒 は
複 数 の 回 に わた って継 続 して 展 開 さ れた もの で あ る ・
4-4-1.マ クロ ・ス キ ャフ ォ ー ル デ ィ ング:授 業 設 計
(1)達 成 目標(課 題 〉 の設 定
達 成 目標 の設 定 に 先 立 ち、 指 導 目漂 と授 業 で 扱 う トピ ッ ク ・テ ー マ を 設 定 す る ・ 担 当 の
D教 諭 は 、 メ イ ンス トリー ムの ク ラ スで の 授 業 と連 携 を図 る観 点 か ら、 在 籍学 級 の 英語 の
授 業 で 学 習 して い る内 容 の 背 景 知 識 や こ とば0)習 得 を 支 援 す る こ と を指 導 目標 と し、 ト
ピ ッ ク と して 自然 環 境 問 題 を選 ん だ。 た だ し、 在 籍 学 級 で 読 ん で い るの と同 じ教 材 を使 う
の で は な く、ESL教 室 で の学 習 リソー ス と して 、 ク ・f一ンズ ラ ン ド州 発 行 のWeedbuster
activltybQoklet(TheStateofQueenslalld2002)Loを 選 ん だ 。 この 教 材 は 、 植 物 や 干 ば つ
に 閃す る 問 題 を学 習 す る た めの 植 物 カ タロ グや ワー ク シー トな ど を 集め た もの で あ る 、 さ
らに 、Weedbusterweekコ ンテ ス トに応 募 す る こ とを 念 頭 にお き、 コ ンテ ス ト応 募 の 要
件 で あ る① 「校 内 の 植 物 分布 地 図 をつ くる」、② 「植 物 標 本 カ ー ドの コ レク シ ョ ンを つ く
る 」、③ 「植 物 に 関す る環 境 問 題(砂 漠 化 問 題)解 決 の た め の ア ク シ ョ ン ・プ ラ ンを ま と
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め る」 とい う3つ の 達 成 目標 を設 定 した 。
(2)ア クテ ィ ビテ ィの選 定 ・配 列
次 に、 達 成 目標 で あ る課 題 を分 析 し、 言.果題 達 成 の た め に必 要 な学 習 項 目を 、言 語 的 側 面
と内容 的 側 面 そ れ ぞ れ につ い て リス トァ ップ す る。 そ して、 児 章 が そ れ らの項 目を学 び体
験 しなが ら3つ の 課 題 に取 り紐 め る よ うア ク テ ィ ビテ ィを配 列 す る。 本事 例 にお け る各 課
題 の 完 成 の た め の 本 課 題 にお け る言 語 的 側 面 とは 、
① 植 物 の 名 前 や 特 徴 を説 明 す る こ とば を知 って い る
② 情 報 を 読 み 取 る ため に、 植 物 カ タ ロ グの よ う なテ ク ス トの形 式 と言 語 的特 徴 を 理 解
して い る
③ ア ク シ ョン ・プ ラ ンの よ う な、 説 得 的 な テ クス トの 形 式 や 言 語 的特 徴 を理 解 して い
る
で あ る 。 また 、 内 容 的 側面 の 学 習 項 日と は 、④ 学 習 の中 で 触 れ る 植物 や 、学 習 テ ー マ で あ
るWeedbusterに 関 連 す る砂 漠 化 や干 ばつ な どの環 境 問 題 に関 す る情 報 を得 る こ とで あ ろ
う。 これ を踏 まえ て 、D教 諭 が ア ク テ ィビ テ ィ を配 列 した 指 導 案 が 表3で あ る。
表3Weedb鵬teractMtyを 使 った 指導 案
ND. ア ク テ ィ ピテ ィの概 要
1 リソースブ ックや絵木 を通 じて、植物 に関す る環境 問題を知る
2 学校 内に どんな植物があるのか調べ る(ビ デ オ録画、実物の収集)
3 【達 成課題①1校 内の植物分布地 図を書 く
4 【達 成課題②1植 物漂本カー ドを書 く
5 学校 外の人に手紙を害いて質問す る
6
環境 問題の解 決万法について話 し合 う。 また、 どの ようにアクシ ョンプランを作るかを
話 し合 う
7 【達 成 課 題3)】 問題 解 決 の 「ア ク シ ョン ・プ ラ ン 」を ま とめ る
〔ア クテ ィ ビテ ィ1〕 は、 前掲 図1に お け る学 習 サ イク ル1(テ ーマ ・トピ ック に 関す る
知 識 ・諸 彙 の 共 有>に 該 当 す る。 「自然 環 境 問 題」 につ い て 学 習 す る共 逓 の足 場 を作 る こ
とが 目的 で あ る ・ 〔ア クテ ィ ビテ ィ3〕 〔ア クテ イ ビ テ ィ4〕 〔ア クテ ィ ビテ ィ7〕 は 、3つ
の課 題 に取 り組 む ア クテ ィ ビテ ィで あ る。D教 諭 は 、 課 題 に取 り組 む 順 序 を考 慮 し配 列
さ れ て い る 。 さ ら に 、各 課 題 に児 童 が 取 り組 む た め に ど ん な足 場 が 必 要 なの か が 考 慮 さ
れ 、 プ ラ ス ア ル フ ァの ア クテ ィビテ ィ 〔2〕〔5〕〔7〕が 組 み 込 まれ て い る。 まず 、 自分 達
の学 校 の 中 に あ る 植 物 に関 す る 情 帳 を ま とめ る 課 題 ① ② に取 り紐 む足 が か り とな る のが 、
実 際 に学 校 の 中 を 歩 い て ビデ オ に撮 った り植 物 の 実 物 を集 め る 〔ア クテ ィ ビテ ィ2〕 で あ
る、 また 、 砂 漠 化 問 題 の解 決 法 を考 え る こ とが 要 求 され る課 題 ③ につ い て は 、 オ ー ス トラ
リアの 内 陸 部(outback地 域)の 人 に手 紙 を書 き、干 ばつ の 問 題 に つ い て 質問 をす る 〔ア
ク テ ィ ビテ ィ5〕 と、 「ア ク シ ョ ン ・プ ラ ン」 を書 き始 め る 前 に 一 連 の 学 習 活 動 を振 り返
りなが ら砂 漠 化 問 題 解 決 の方 法 につ い て話 し合 い 、 そ れ を どの よ う に構 成 す るか を考 え る
〔ア クテ ィ ビテ ィ6〕 が 組 み 込 まれ る。 〔ア クテ ィ ビテ ィ5〕 は 、児 章 の意 識 を 自分 達 の 学
学 びと成長 を支援 する年少者 日本語 教育実践 に向けて
校 とい う身近 な文 脈 か ら よ り幅 広 い 社 会 の 文 脈 へ と向 け させ 、 砂 漠 化 と は縁 遠 い 地 域 に住
む の 児童 た ちが 砂 漠 化 の 問題 を身 近 な こ と と して と らえ 、 自分 達 の 生 活 と結 び つ け て考 え
る きっ か け を作 る と思 わ れ る。 また 、 〔ア ク テ ィビ テ ィ6〕 は 、 ア ク シ ョ ン ・ブ ラ ン とい
う説 得的 な文 章 を どの よ うに書 くか 、 文 章 の 構 成 や 盲 語 的特 徴 に つ い て 明 示 的 に 教 え る段
階 で もあ る。
4-4-2,課 題 達 成 と2つ の ス キ ャフ ォ ー ル デ ィ ン グ
次 に 、 学 習 者 が 各課 題 に取 り組 む 段 階 にお け る スキ ャ フ ォー ル デ ィ ング に焦 点 を 当 て
る。 こ こで は、 筆 者 が 実 際 に授 業 を見 学 した 課 題② の 「植 物 標 本 カ ー ド」 を書 く ア クテ ィ
ビテ ィを振 り返 る。 児 童 が 記 入 して い た 「植 物 標 木 カー ド」 と はA4用 紙 半 分 程 度 の 大 き
さの用 紙 で あ る。 そ こに 、 自分 達 が 学 校 内 で 見 つ け た 植物 の絵 、 通 称 や 正 式 名 、 分 類 、 見
つ け た場 所 、 植 物 の 葉 ・花 ・実 の 形 や 特 徴 につ い て 、 植物1種 類 に つ き1枚 ず つ 書 く よ う
に な って い るDこ の カ ー ドを書;くに は 、
① 校 内 で 見 つ け た 植 物 の 実 物 や ビデ オ に 撮 った 画 像 と、 植 物 カ タ ロ グの 写 真 と を 見 比
べ 、 植 物 の 名 前 を把 握 す る
② 力 タロ グや 植 物 図 鑑 、前 の 時 閲 に 自分 達 で 撮 っ た ビデ オや 校 内 の 植 物 分布 地 図 を.見
な力訂ら督搾艮をカ ー ドに書 き込 む
とい う二 つ の 作 業 が必 要 であ る 。 こ の作 業 の プ ロセ ス を一 通 りや っ て.見せ る のが 学 習 サ イ
クル の 第2段 階 〈教 師 に よる 見 本>で あ る。 そ の 後児 ∫i!は教 師 や 他 の児 童 と共 同 で カ ー ド
を書 くこ とで 、教 師が 示 した 干 順 を一 度 確 認 した 後(共 同 作 業 〉、 個 別 に カ ー ドを書 い て
完 成 させ る(個 人作 業)。 こ の よ うな 「見 本 → 共 同作 業 → 個 人 作 業 」 とい う流 れ は 、予 め
授 業 前 に マ ク ロ ・ス キ ャ フ ォー ル デ ィ ング と して計 画 され た もの で あ る,・
一 方
、 課 題 達 成 で は ミク ロ ・ス キ ャ フ ォ ー ル デ ィ ン グ も必 要 で あ る。 特 に 〈個 人作
業>の 段 階 で 、 児 章 は植 物の 正 式 名 や 、 植 物 分 煩 、特 徴 な ど 、 日常 生 活 で馴 染 み ヴ)薄い
こ と ば や 既 念 を使 い なが らカ ー ドを瞥 く作 業 す る こ とに な る が 、 授 業 時 の 生 徒 の つ まず
きや 戸 惑 い に応 じて 教 師 が 施 す 支援 が ミクロ ・ス キ ャ フ ォ ー ル デ ィン グで あ る.Sharpe
(20〔)1:33)に よる と、 ミク ロ ・ス キ ャ フ ォー ルデ ィ ン グ と は、 教 師 が 「教 授 可 能 な 瞬 問
(teachablem〔)ment)」 「支援 が 必 要 な 瞬 間(thepointofneed)」 を見 極 め 「対 話 」 を通 し
て 支援 す る こ とで あ る。D教 諭 は、 た とえ ば 「この 花 の 名前 は?」 とい う子 ど もの 質 問 に
討 して そ の ま ま花 の 名前 を教 え る の で は な く、 本 の ど の 部 分 に載 っ て い る の か を一 緒 に
探 す こ とで 問題 解 決 の 手 立 て を示 した り、花 の特 徴 を書 こ う と して い る児童 と一 緒 に花 を
見 な が ら話 し合 って 特 徴 を表 す 言 葉 を引 き 出す な ど、対 話 に よる様 々な 支援 を行 な って い
た 。教 室 で は 、児 童 が 互 い に競 う よ う に カー ドを書 き、 どの子 も時 問 内 で複 数枚 の カー ド
を完 成 させ て い た 。2つ の ス キ ャフ ォー ル デ ィ ング を連 撲 させ た 支 援 を通 じて 、子 ど もた
ちが 「自分 が 何 を君 って い る か 、 何 を してい る の か わ か っ て い る 」 と い う実 感 を もっ て 、
目常 的 な言 語 生 活 で は馴 染 み の 薄 い こ と ば を使 っ て学 習 す る こ とが で き た もの と,慰わ れ
る 。
D教 諭 に よ る と、6名 の児 童 た ち は3つ の 課 題 を完 成 させ 、 州 の コ ンテ ス トで3位 に入
賞 した。 彼 ら は年 度 の 修 了式 で 全 校 児 帝 の 前 で 祝 福 を受 け る こ とに な っ た とい う こ とで あ
る。 次節 で スキ ャ フ ォー ルデ ィ ン グ を取 り入 れ た年 少 者ESL教 育 実 践 の 特 徴 を考 察 す る。
4-5,考 察;ス キ ャ フォ ー ルデ ィ ン グ を取 り入 れ た年 少 者ESL教 育 実 践 の 特 徴
4-5-1.マ ク ロ ・スキ ャフ ォ ール デ ィ ン グ=学 びの 場 の 設 計
オ ー ス トラ リア に お け るESLの ス キ ヤ フ ォー ル デ ィ ン グ を取 り入 れ た 教 育 実 践 の 特
徴 と して 、 第 一 に 、 マ ク ロ ・ス キ ャ フ ォー ル デ ィン グ の 視 点 を挙 げ る 。 マ ク ロ ・ス キ ャ
フ ォー ル デ ィ ン グ とは 、言 い換 え れ ば 、学 びの 場 の 設 計 で あ る 。マ ク ロ ・ス キ ャ フ ォー ル
デ ィ ング 、 つ ま り、 学 習者 に合 っ た ア クテ ィ ビテ ィ を考 え 課 題 達 成 の ため に適 切 な順 番 で
配 列 す る こ とに よっ て 、学 習 者が 学 べ る範 囲 で 新 た な 知 識 や ス キ ル ・ス トラ テ ジー を得 な
が ら課 題 も迂 成 で きる 、有 機 的 な学 びの 場 を 設計 して い る の で あ る・ 「有 機 的 な学 び」 と
は 、学 習 者 そ れ ぞ れ が,知 識 や こ とば 、 ス キル ・ス トラ テ ジ ー を 、様 々 なア クテ ィ ビテ ィ
や 経 験 の 中 で 教 師 や 他 の 学 習 者 と共 有 す る 「共 同 体 の 実 践 」を通 じて学 び 取 り、 さ らに
「共 同体 の 実 践 に参 加 」 す る過 程 であ る(佐 伯1995:21)。
有 機 的 な 学 び を支 え る マ ク ロ ・ス キ ャ フ ォー ル デ ィ ン グ をす る上 で 、 「文 脈 化 」(川一ヒ
2004;5)と い う観 点 が と くに重 要 で あ ろ う。 川上 に よる と、「文脈 化 」 と は 「こ とば と内
容 を支 え る学 習 の 『流 れ』 」で あ る。 事 例 で は 、 自 分 達 の 体 験 を もと に 地 図 を吉 い た り、
実 物 を見 な が ら カー ドを書 い た りとい う 「生 の 文 脈 」 で 、 児 童 た ち は こ と ば を使 って 学 習
して い た 。 また 、 校 内 を歩 き まわ っ て ビデ オ カ メ ラ に収 め る な ど、子 どもが 画 白が って 取
り紐 む ア クテ ィ ビテ ィか ら学 習が 始 ま り、 その 体 験 を踏 まえ て 読 ん だ り書 い た りす る活 動
に移 って い く、 つ ま り、 身近 な生 活場 面 や 遊 び に近 い 状 況 か ら教科 学 習 場 面 へ と移 行 す る
の で あ る 。 これ らの こ とは、 「言 葉 の 「文 脈 化』」 「学 習 の 『文 脈 化 』」(川 上200415)に 相
当 し、 こ ど もの 言 語 使 用 を促 進 し、物 怖 じせ ず に楽 しん で 達 成 課 題 に取 り組 む学 轡 の 場 作
りに貢 献 す る だ ろ う。 さら に本事 例で は、 コ ンクー ル に 応 募 す る とい う児 童 の 挑 戦 を促 す
達 成 目標 が 明 確 に 示 された こ とが 、子 ど もた ちが 積 極 的 に 活 動 に取 り組 む動 慨 づ け に もな
り、 内 谷 と学 習 の 「文 脈化 」 が さ らに促 進 され た と,慰わ れ る 。
4-5-2.ス キ ャフ ォー ル デ ィン グ に お け る4段 階 の 「支 援 の 流 れ」
「文 脈 化 」 に加 え 、 図1に 示 した 「知 識 ・語 彙 の 共 有 → 教 師 に よ る見 木 → 共 同 作 業 → 個
人 作 業 」 とい う4段 階 の学 習 サ イ クル に沿 っ て授 業 を組 み 立 て る こ と も、マ ク ロ ・ス キ ャ
フ ォー ル デ ィ ン グの 重 要 な要 素 で あ る 。
D教 諭 の 指 導 実 践 で は 、校 内 を歩 き回 っ た り、地 図 や 植 物 カー ドを書 き なが ら、 植 物 の
名前 や特 徴 を あ らわ す言 葉 を教 師 が 使 うの を聞 き、 植 物 カ タロ グ や 図 鑑 で 読 み 、ESL教
師や ク ラ ス メ ー トと話 し合 っ た末 に 自分 の 手 で カー ドに害 くこ と を通 じて 、 同 じこ と ばや
知 識 に 様 々 な 文 脈 で 触 れ る場 が つ くら れ た。 児 童 た ち は 、 こ とば や 知 識 が 様 々 な 文 脈 で
様 々 なか た ちで 使 わ れ る こ と を体 験 しなが ら、 「教 え られ た こ とば 」と して で は な く.自
ら 「学 び と った こ とば 」と して 、 こ とば を内在 化 して い く。 この よ うな過 程が 図1の 学 習
サ イ ク ル に お け る 第一 段 階 〈知 識 ・計1彙 の共 有 〉 に 当 た る。 こ こで の 〈知 議 ・語 彙 の 共
有>と は 、 ヲ,匁礎 知 識 の 先 行 学 習 ・準 備段 階 とい う よ り、 す で に共 同 体 と して の 活 動 ・成
呆 を積 み 上 げ る段 階 で あ る.つ ま り、 児童 は 、学 習 サ イ クルの 第 一段 階(知 識 ・語 彙 の共
有>か ら こ とば を学 び と りなが ら 、有 機 的 な学 びの 場 に参 加 して い る の で あ る。
ま た、 事 例 で は 、 ひ とつ の課 題 を達 成 す る度 に学 びが 途 切 れ る こ とな く、 指導 全体 を通
じて 各 ア ク テ ィ ビテ ィが 相 関 し、児 童 の 学 び と課題 達成 を支 掻 して い る 。 図2は 、前 項 の
'
学びと成長を一 る… 日… 育実犀　 けて1
授 業 実践 事 例 に お け る3つ の 課 題 そ れ ぞ れの 達 成 ま で の プ ロ セ ス を、 図1で 示 した学 習 サ
イ ク ルに 沿 っ て 分 析 した もの で あ る。 この 図 か ら 、課 題② ③ の学 習 サ イ クル で は 、直 前 ま
で の ア クテ ィ ビテ ィす べ てが そ れ ぞ れ課 題 達 成 にお け る 嬉一 段 階 〈知 識 ・語 彙 の共 有 〉 に
該 当 す る こ とが 明 らか で あ る。 つ ま り、課 題 ① か ら課 題 ② 、 課題 ② か ら課 題 ③ へ と進 行 す
る につ れ て 、 共 同 体 と しての 実 践 、 つ ま り、学 習 の場 が 積 み 上 げ られ る こ とか ら、要 求 の
高 い 課 題 に も取 り紐 む こ とが 可 能 に な っ た と考 え られ る 。
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図2分 析IWeedbus亡eractMtyを 使 った 指 導 案 にお け る学 習 サ イ ク ル
一・'方、個 々 の課 題 達 成 を支 援 す る側 面 に お い て も、4段 階 の教 授 ・学 習 サ イク ル 、 と く
に 「見 木 を見 せ る→ 共 同 作業 → 個 人 作 業 」 とい う流 れ を踏 まえ て授 業 を 設 計 す る こ と が肝
要 で あ る。4-4-2で 述 べ た とお り、D教 諭 は 、 まず 課 題 達 成 の 道 筋 を示 し、そ れ を他
者 と共 同で 体 験 させ て か ら個 人 の 作 業 に 移 る サ イ クル を踏 まえ 、学 習者 の 学習 負担 を コ ン
トロ ー ルす る こ と を意 識 して授 業 の 設 計 を して い る 。 この よ うな ス キ ャ フ ォー ル デ ィ ング
の 実践 に お い て 、 「見 本 を見 せ る 」こ と は 「答 え(what)を 教 え る」 とい う よ り、 「ど う
す るか(how)を 示 す 」 こ とで あ る ・ つ ま り、課 題 達 成 まで の 道 筋 を示 し体験 させ る こ と
で 、児 童 生 徒 は木 来 独 力 で は達 成 困 難 な 過 程 を乗 り越 え、 そ の.ヒで 創 造 的 な 思 考 や挑 戦 を
伴 う活 動 に 参 加 で きるの で あ る。 実 践 事 例 で は 、「校 内 の 構物 分布 地 図 を どの よ うに描 く
か 」 「砂 漠 化 防止 の た め に 自分 達 で で きる こ とは 何 か 」 とい っ た こ と を 自 山 に考 え 、 工 夫
し、敦 師や 友 だ ち に話 した り、実 際 につ くっ た りとい う創 造 的,慰考 や 挑 戦 を伴 う活動 に 子
供 た ち を参 加 させ るた め に、 まず 「見本 を見 せ る」 とい う こ とが な され た と考 え るべ きで
あ ろ う。 仮 に、 ミク ロ ・スキ ャフ ォール デ ィ ン グの み を考 慮 して 授 業 を 行 っ た 場 合.児 並
生 徒 は 「植 物 分 布 地 図 とは何 か 」 「ア ク シ ョ ン プ ラ ン とは 何 か 」 とい った 課 題 の 内容 を理
解 す る 時 点 で 、 あ るい は、 どの よ うに そ れ に取 り組 む か 手 順 を 見極 め る 時,煮で つ まず き 、
教 師 側 の支 援 も、創 造 的 思 考 や挑 戦 を伴 う活 動 に入 る まで の プ ロセ ス を追 い か け る こ とで
手 一杯 に な っ て しま うだ ろ う、・ま た 、児 竜 生 徒 の 側 か ら見 れば 、 本 来 設 定 され た 課 題 に 取
り組 む こ とな く、 「何 を した らい い のか わか ら なか っ た 」 とい う不 満 足 感 で授 業 が 終 わ っ
て し ま うだ ろ う。
以上 の こ とか ら、 「知 識 ・語 彙 の 共有 → 教 師 に よ る 見 本 → 共 同 作 業 → 個 人作 業 」 とい う
4段 階 の教 授 ・学 習 サ イ クル は、 児 童 生 徒 が 課 題 に取 り組 む た め の 「踏 み 台 」 を築 き、 そ
の上で達成課題に取 りくむ支援をするために、教師が重視すべ き 「支援の流れ」と位置づ
けられる。4段 階の 「支援の流れ」を考慮することは、児童生徒が 「踏み台 」の.ヒでより
創造的な思考や探求を展開し、自己を表現できるようになるための支援を考える上で不可
欠であると,思われる。
4-5-3.ジ ャ ンル ・ア プ ロー チ
オ ー ス トラ リア にお け るス キ ャ フ ォー ル デ ィ ン グに よるESL教 育 の も う ひ とつ の 特 徴
は 、学 習 に お け る 言 語 的 側 面 の 扱 い で あ る 。 オ ー ス トラ リ アの 学 校 で は 、ESL教 育 だ け
で な く教 育 全 体 で ジ ャ ンル教 育(genreLeachmg)が 重 視 され て い る 。 ジ ャ ンル とは 、文
章 の種 類 、様 式 の こ とであ るが 、 これ に加 え て 、 オ ー ス トラ リア の 学 校 教 育 で は 次 の よ う
に定 義 され る。
purposeful,cllhuralactivity～vhichhasaschematlcstruculreandspecificgelleric
features.ltmaybespoken,、vrltLenorvisual(Wliller2003〉
直 訳 す る と、 ジ ャ ンル とは 、「組織 的 な構 成 と言 語 的特 徴 」 を伴 う 「目的 を伴 う文 化 的
活 動 」 で あ る。 そ して 、口頭 テ クス ト、文 字 テ クス ト、文 字 以外 の 視 覚 情 報(visual〉 は 、
なん らか の ジ ャ ンル に属 す る とい う こ とで あ る。
ジ ャ ン ル ・ア プ ロ ー チ と は 、 ス キ ャ フ ォ ー ル デ ィ ン グ を 通 じ て 、 物 話 テ ク ス ト
(narrative)、 動 植物 な ど につ い て 項 目 に分 けて 説 明 す る テ クス ト(illformationrep〔)rt)
や 、 出 来 事 につ い て順 を追 って 説 明 す る テ クス ト(recount〉 、作 り方 や 実験 の手 順 を説 明
す るテ クス1・(procedure)、 意 見 や 考 え を説 得 的 に述べ る テ ク ス ト(argument)と い っ
た ジ ャ ンル そ れ ぞ れ につ い て 、 ジ ャ ンル の 役 割 や 目的(何 の た め に使 わ れ る か)、 テ クス
ト全 体 の 講 成 、特 徴 的 な接 続 表 現 、 言 語 的 特 徴(時 制 や話 法 な どの 文 法 的特 徴 、語 彙 的
な 特 徴)を 実 際 の テ ク ス トを川 い て生 徒 に示 し、前 掲 図1の 学 習 サ イ ク ル に 沿 って 学 習 活
動 を展 開す る もの で あ る。4-4に 挙 げ た事 例 に お い て は、4-4-1(2)で 言 語 面 の 学
習 項 目(蟄③ と して挙 げ た、 植 物 カ タロ グが 該 当す る情 報 レポ ー ト形 式 の テ ク ス トと、 ア ク
シ ョン ・プ ラ ンの よ う な説 得 的 な テ ク ス トの理 解 を意 識 した指 導 案 が 立 て られた 、 と くに
〔ア ク テ ィ ビテ ィ6〕 で は 、 どの よ う に ア ク シ ョ ンプ ラ ンを樽 成 す る か 話 し合 う中 で 、 説
得 的 な テ クス トが どの よ うな もの かが 具 体 的 に示 され た と推 察 され る%
Rothery(1996〉 に よ る と、 ジ ャ ン ル ・ア プ ロ ーチ は 、学 校 教 育 の 中 で ジ ャ ンル とそ の
言 語 的 特 徴 を文 脈 に よ っ て 使 い 分 け る こ とが 前 提 的 に求 め られ て い なが ら、 実 際 の教 育
で は そ れ に 閃 す る知 識 や ス キ ルが 明示 的 に教 え られ て い な い、 とい う問 題 意 識 か ら考 案 さ
れ た ・R〔)[hery(1996199)は 、 ジ ャ ン ル ・ア プ ロー チ を 「全 て の生 徒 が 教 科 カ リキ コ、ラ
ム に最 大 限 に ア ク セ ス で きる よ う にす る 手 段 」 と位 置づ け て い る。 こ の 背 景 に は 、 ジ ャ
ンル の 知 識 を持 っ てい ない こ とがESL児 童 生 徒 の学 習 に蹟 く原 因 に な って い る(Rothery
1996:91)・ つ ま り、学 習 内 容 を把 握 して い て も、 それ を扱 うテ ク ス トの特 徴(ジ ャ ンル)
を踏 ま え て理 解 ・生 成 す る こ とが で きない た め に学 習 成果 を出 せ な い で い る、 とい う分 析
が あ る 。 こ の こ と は、 前項 で述 べ た 「有 機 的 な学 習 」 と も関 連 深 い 。 なぜ な ら、 語 彙が 分
か る ・背 景 知 識 が あ るだ けで は 、 こ と ば を使 って 自分 を表 現 し、 相 手 を理 解 す る の が難 し
学び と成艮 を支援 する年少者 口本語教育実践に向けて
い か らで あ る。 ま た、 表 現す る に も、何 か ら ど んな ふ う に話 した ら よい か 、 と物 怖 じす る
場 合 もあ る だ ろ う、 共 同 体 の 中で 、 どの よ う に表 現 す るか 、 あ るい は 、 相 手 が 表 現 した こ
とを ど う理 解 す るの か 、 共 同体 にお け る ジ ャ ン ルに馴 染 む こ とが 共 同 体 の 実 践 に参 加 の た
め に必 要 で あ る。 した が っ て 、共 同体 とい う文 脈 で 自己 表 現 し、 相 手 を理 解 す る 形 式 と し
て の ジ ャ ン ル を扱 う こ とが児 帝 生 徒 の 学 び を支 援 す る こ と につ なが る と考 え られ る 。
4-5-4.指 導 の成 果 の 広 が り
最 後 に 、指 導 の 成 果 とい う観 点 か ら、 ス キ ャ フ ォー ル デ ィン グの 特 徴 を述 べ る 。
前 節 で 述 べ た 通 り、D教 諭 は メ イ ンス トリー ム の授 業 との 連 携 を図 る こ とを念 頭 に お い
てESLの 授 業 を 設 計 して い る.ESL教 室 で の ス キ ャ フ ォー ルデ ィ ン グ され た学 習 活 動 を
経 て 、 当 該 児 章 生 徒 が 、 メ イ ン ス トリー ム の授 業 で も内容 を少 しで も理 解 しなが ら学 習 に
参 加 で き る こ とが 、 指 導 の 「成 果 」と して期 待 され る 。 しか し、 ス キ ャフ ォー ル デ ィ ング
を取 り入 れ た 指 導 の 「成 果」 は す ぐに 見 え な い場 合 も多 い 。 ス キ ャフ ォー ル デ ィ ング を通
じた 敦 育 実 践 の 成 果 は 、即 効 性 を求 め る よ り も、 長期 的 な 視 野 か ら判 断す べ きで あ る。
第 … に、ESL教 室 で の学 習 で の 成 功 体 験 が 、 メ イ ン ス トリ ー ム の ク ラ スで も失 敗 を恐
れず に学 習 活 動 ・学 校 生 活 に 関 わ ろ う とす る 自信 を 起 こす きっ か け と な る と期 待 で き る
だ ろ う。 つ ま り、ESL教 室 とい う共 同体 に 参 加 し、 課 題 に う ま く取 り組 む こ とがIlh来 た
とい う体験 を経 て 、 当該 児童 生 徒 が 自信 を もっ て 自 己 表現 し周 囲 と閃 わ ろ う と試 み る場 が
ESL教 室 か らESL教 室 の 外 へ と拡 大 して い くき っか け を 、 ス キ ャ フ ォー ル デ ィ ン グ を通
じた 学 習 が 創 出 す る とい え る ので は な い だ ろ うか 。 事 例 で は 、Weedbusteractivityに 参
加 した6名 のESL児 竜が 州 単 位 で英 語 を 母 語 とす る児 童 生 徒 の 作 品 と競 っ た 中 で3位 に
選 ば れ 全校 で祝 福 された 。 こ の こ とが 児 帝 が 次の 課 題 に取 り組 む 自信へ と変 わ っ て い くだ
ろ う。
また 、児 童 生 徒 は 、ス キャ フ ォー ル デ ィ ング を逓 じた学 習 活 動 を通 じて 、 課題 達 成 に必
要 な ス キ ル ・ス トラテ ジー を生 の 文 脈 で使 う経 験 を重 ね て い る。4-4の 事 例 で は 、 植物
標 本 カー ドを書 くため に(植 物 図 鑑 を見 る>〈 過 去 の 自分 達 の 学 習 成 果 を見 返 す 〉、 また 、
社 会 問 題 に 接 す る足 が か りと して 〈校 外 の 人 に手 紙 を 書 い て 質問 す る〉 こ とを経 験 した 。
この よ うな ス キ ル ・ス トラテ ジ ー を用 い た 経 験 が 、 先 に 述 べ た 成 功 体験 と結 び つ い て 、
ESL教 室 以 外 の 場 面 で 似 た よ う な問 題 に 出 会 っ た と き に 、 児 童 が 自 ら ス キ ル 、 ス トラテ
ジー を 使 っ て解 決 しよ う と して い くこ とも ス キ ャ フ ォー ル デ ィン グ に よる指 導 の 成果 で あ
ろ う(、
5.年 少 者JSL教 育 への 応 用
オー ス トラ リア の年 少 者ESL教 育 の実 地 調 査 を 通 じて 、 オ ー ス トラ リア で は 、ESL児
童 生 徒 の学 校 ・社 会 へ の 適応 やESL習 得 を長 期 的 な 視 野 で 捉 え、 そ れ を支 援 す る た め に
指 導 実 践 に お い て ス キ ャ フ ォー ル デ ィ ン グが 重 視 され て い る こ とが 明 らか に な っ た.児
章 た ち は 、 ス キ ャ フ ォ ー ルデ ィ ング に よ る指 導 を 通 じて 、ESL教 室外 の 様 々 な場 而 に関
わ って い こ う とす る 自信 、 さ ら に様 々な場 で学 び成 長 す る助 け とな る知 識 や スキ ル、 ス ト
ラ テ ジー を獲 得 して い く。 同 時 に、 そ の よ うな体 験 の 積 み 重 ね を通 じて 、 オー ス トラ リア
早稲田大学 日本語教育研究
の 学 校 や社 会 とい う新 たな場 所 で 自分 の居 場 所 を築 き、 自分 が学 習 で きる方 法 や 環境 を 見
つ け 、 一緒 に学 ぶ 友 達 や教 師 との 関 係 を 築 い てい く。 日本 の学 佼 で の 日本 語 指 導 に お い て
も、 この よ うな ス キ ャフ ォー ル デ ィン グ を重 視 した 敦 育 実践 が求 め られて い る の で は な い
だ ろ うか 。筆 者 は 、指 導 の 巾 で ス キ ャ フ ォー ル デ ィ ン グ を重 視 す る こ と を通 じて、JSL児
童 生 徒 の 成 長 や学 び に寄 り添 っ た教 育 実 践 を行 う こ とが で きる と考 え る、
前 節 で論 じた マ ク ロ ・ス キ ャフ ォ ー ル デ ィ ングの 視 点 や 、 日本 語 指 導 の 成 果・の 広 が り
につ い て は 、年 少者 日本 語 教 育 に お い て も、 齋藤(1998、1999、2001)、 池 上(1999)や 、
『学 校 教 育 に お け るJSLカ リ キ ュ ラム の 開 発 につ い て(最 終 報 告)』(文 部 壬'卜学 省 初 等 中 等
教 育 局 国 際 教 育 課2003)等 で 議 論 され 、「内容 重 視 の ア プ ロー チ 」 と して 実 践 が 展 開 さ
れ て い る 。 これ らの 論 考 は 、 本 稿 で 論 じた こ と と重 な る点 が 多 い 。 した が って 、 ス キ ャ
フ ォ ー ル デ ィ ン グ を 通 じたJSL教 育 にお け る授 業 設 計 の リ ソー ス と して 、文 部 科 学 省 の
JSLカ リキ ュ ラ ム を運 用 す る こ とが で きる と,思われ る。
5-1.授 業 設 計 の リソー ス と しての 「JSLカ リキ ュ ラム 」
「JSLカ リ キ ュ ラ ム」 は、JSL児 童 の 日本 語 で の 「学 ぶ 力 」、学 習 活 動 に参 加 す る 力 を育
成 す る こ と を ね らい と して 開 発 され た 。 教 科 共 逓 の基 本 的 な学 ぶ カ を育 成 す る 「トピ ッ
ク型 」 カ リ キ ュ ラ ム と、 各 敦 科 固 有 の 学 ぶ 力 の 育 成 を 目指 す 「教 科 志 向 型 」 カ リ キ ュ ラ
ム か ら成 る。 こ の カ リキ ュ ラ ムの 特 徴 は 、 学 習 項 目を 固 定 的 な順 序 で 配 置 した 「従 来 型
の カ リキ ュ ラ ム 」 と は異 な り、 教 師 ・指 導.者が 一 人一 人 の 子 ど もヴ)実態 に1、薗じて 柔 軟 に
カ リキ ュ ラ ム を組 み 立 て る支 援 ッー ル と して 位 置づ け られ て い る こ とで あ る(文 部 科 学 省
2003:2)。 敦 師 ・指 導 者 が 独 自 に授 業 を設 計 す る 際 の 指 針 と して 、JSLカ1.1キ ュ ラ ム は 、
次 の二 つ を提 示 して い る。
5-1-1,活 動 型 学 習 にお ける 「学 習 活 動 の 流 れ」
JSLカ リキ ュ ラム にお い て は 、 トピ ック型 、教 科 志 向 型 双 方 の カ リキ ュ ラ ム に共 通 す る
原理 と して 、具 体 物 や 直接 体 験 に もとづ い て 学 習 内容 の理 解 を促 進 す る こ とが 意 図 さ れ て
い る 。 トピ ッ ク型 カ リキュ ラム で は 、 「体験 →探 究→ 発 信 」 とい う3局 面 か ら成 る 「学 習
活動 の流 れ」 が 授 業 設 計 の軸 と して 提 示 され て い る。 教 科 志 向 カ リキ ュ ラム で は 、教 科 ご
とに特 徴 的 な 授 業 構 造 が 示 され て い るが 、算 数 、理 科 、 社 会 に 閃 して は 、「課 題 の 把 握 →
探 究(予 想 、 観 察 、 実 験 、調 査 〉 → ま とめ(結 果 の 検 討 、 発 信 な ど〉」 とい う3つ の 共 逓
す る局 面 を見 出す こ とが で きる(文 部 科 学 省2003:79)。
JSLカ リキ ュ ラム は 、 この よ うに い くつ か の局 面 か ら成 る 「学 習 活 動 の流 れ 」 を 見 出 し
た 上 で 、 教 師 ・指導 者 自身が 子 ど もた ちの 「学 ぶ カ 」 と 口本語 の力 、興 味 ・閃 心 を 踏 まえ
て 学 習 活 動 の 内容 と学 習項 目 を設定 し、必 要 な 日本 語 表現 のバ リエ ー シ コン を用 意 す る 必
要 が あ る と指摘 して い る。 そ の た め に 、JSLカ リキ ュ ラ ムで は 、教 師 ・指 導 者 独 自の授 業
づ く りを 支援 す る ッ ー ル と して 「AUカ ー ド」が 提 示 され て い る 。
5-1-2.AUカ ー ド
AUは 「ActMtyUIlit」(活 動 のlit位)の 略 で あ る。JSLカ リキ ュ ラム は 、AUを 「学 習
活 動 を構 成 して い る 一 連の 下 位活 動 」(文 部 省2003:11)と 定 義 して い る。 さ らに 、「単 位
'一
学び と成 長を支援す る乍少者 口本語教育実践 に向 けて
的 な下 位 活 動(AU)と 、 それ を行 な うた め に 必 要 な 日本 語 表 現 の バ リエ ー シ ョン を組 み
含 わせ 、 ・・枚 の カー ドに した もの 」(文 部 省2003:12)をAUカ ー ドと呼 ん で い る。 こ れ
らAUカ ー ドは 、担 当教 師や 指 導 者 が 、子 ど もた ち に つ け させ た い 「学 ぶ 力 」 を洗 い 出 し
て活 動 を設 計 し、 そ こ に必 要 な言 語 表 現 を埋 め 込 む の に 用 い られ る。
トピ ック型 カ リキ ュ ラム で提 示 され て い るAUカ ー ドは 、 「教 科 共 通 の ヌ、1き本 的 な(日 本
語 を川 いた)学 ぶ 力 の 一 覧表 」(文 部 科 学 省2003:12)と 位 置 づ け られ て い る。 図3に ト
ピ ック 型JSLカ リキ ュ ラ ム にお け るAUカ ー ドの 一 例 を 示 す 。 一 方 、 教 科 志 向型 の カ リ
キ ュ ラ ム で は、 トピ ック型 カ リキ ュ ラ ム のAUに 加 え て 、 各 教 科 特 有 のAUが 提 示 さ れ
て い る。 例 え ば、 国語 科JSLカ リ キ ュ ラ ム で は 、 「伝 え合 う力 」 を 重視 したAUが 数 多 く
盛 り込 ま れ、 杜 会 科JSLカ リキ ュ ラ ム で は 、 「情 報 を収 集す る 」 「情 報 を処理 す る 」 「情 報
を再 構 成 す る」 とい っ た 社 会 科 学 習 特 宥 の 学 習 ス キ ル に 基 づ い たAUカ ー ドが 示 され て
い る。 ま た、 理 科 のJSLカ リキ ュ ラ ム で は 、学 習領 域 に応 じたAUと 、実 験 な ど グル ー プ
ワー ク に閃 す るAUが 特 徴 的で あ る。
AU二 比 べ な が ら競察 す る1① 「比 較 観 察 の 誘 い か け」
よ く1吏う言 葉一ひ上ヒベ る、 遡三う 、 ど こ
孜師指導音 の発 問 ・指示
フ1隼本 形 ①1一と ～ を比 べ て み よ う。
1① ～ と ～ は違 って い ます かp
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Qは い,(覗 察す る)
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図3「 トピ ・ソク型 」JSLカ リキ ュ ラ ムAUカ ー ドの 例(文 部 科 学 省20〔)3:16)
AUカ ー ドは 、「教 科 に参加 す る力 の 育 成 」 とい うJSLカ リキ ュ ラ ム の 指 導 理 念 と、 日
本語 指 導 が 押 さ え るべ き 日本 語 表 現 と を具 体 的 に結 び つ け る ッー ル と して 、 教 師 ・指 導者
が子 ど もの実 態 を跡 まえ て活 動 型 の 学 習 活 動 を設 計す る の を支 援 す る・AUカ ー ドを 通 じ
て 、JSL児 童 が 学 校 で 参加 す る授 業 と こ とば と を統 合 し、「学 ぶ 力 」 とつ なが る 「思 考 の
ため の こ とば 」 を 日本 語 指導 に組 み 込 む道 筋 が 示 され た こ とは 意 義 深 い ・
5-2.JSLカ リキ ュ ラム 運用 に お け る問 題 点
JSLカ リキ ュ ラム で は 、「体験 → 探 究→ 発 信」・「課 題 の把 握 → 探 究 → ま とめ 」 とい う 「学
習活 動 の流 れ 」 を柚 に 指 導案 が 組 まれ 、子 ど もた ちは 、 学 習 を遁 じて 体 験 した こ とや 考 え
た こ と、学 ん だ こ と を こ とばで 表 現 し、 ワー ク シー ト等 に 「瞥 く」 活 動 を しな が ら学 習 を
進 め て い く・ 児 童 生 徒 は 自分 た ちの 興 味 に合 った 体 験 的 な 活 動 に馴 染 み 、 穣 極 的 に 参 加 し
てい くだ ろ う・ しか し、 具体 的 な 体 験 か ら一 歩 離 れ て 、 体験 か ら得 た 情 服 や 感 じた こ とな
どを 日本 語 で 話 した り書 くこ と に よ って 課 題 を達 成 す る と き、 つ ま り、 口本 語 を使 っ て 自
己表 現 をす る と き に、 児 堂生 徒 は 依 然 と して 学 習 に 蹟 い て し ま うの で は な い だ ろ うか 。
オ ー ス トラ リア 年 少 者ESL教 育 実 践 の 視 点 か ら、 この よ う なJSLカ リキ ュ ラ ム運 用 に
お け る問 題点 を分 析 す る と、 次 の よ う な2つ の 課 題 が 浮 か び 上 が る。
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5-3.JSLカ リキ ュ ラム運 用 に お け るス キ ャフ ォ ール デ ィ ン グの 必 要性
一ヒの よ うな 問 題 が 生 じる理 由 の 一 つ は 、 「語 彙 ・知 識 の 共宥 → 敦 師 に よ る 見 本 → 共 同 作
業 → 個 入 作業 」 とい うスキ ャ フ ォー ル デ ィ ン グの 学 習 サ イ クル 、つ ま り 「支 援 の 流 れ 」 を
考 慮 して い な い こ とに あ る と考 え られ る 。 先 述 の 通 り、 オ ース トラ リ アのESL教 育 に お
け る ス キ ャ フ ォー ル デ ィング で は 、課 題 の 達 成 は ミ ク ロ とマ ク ロ の2つ の ス キ ャ フ ォー ル
デ ィ ン グ を連 携 させ る こ とに よっ て 支援 され る と考 え られ て い る 。JSLカ リキ ュ ラム の運
川 で も、 児 童 生 徒 の 「学 習 の流 れ 」 を踏 ま え た 上 で 、 さ ら に、 スキ ャ フ ォー ル デ ィン グ
の 「支 援 の 流 れ 」 を考慮 して授 業 を組 み立 て る必 要 が あ る の で は な い だ ろ うか 。 「支援 の
流 れ」 を どれ だ け考 慮 す る か が 、JSLカ リキ ュ ラ ム運 用 の 成 否 を決 定 す る と筆 者 は考 え る。
す で に 、理 科 の教 科 志 向 型 カ リキ ュ ラ ム にお い て は 、 ス キ ャフ ォー ルデ ィ ン グ と整 合 す る
児 童生 徒 の た め の 「理 解 支援 の ッ ー ル」 「表現 支 援 の ッー ル」 が 示 され てい る。 理 科 に 限
らず 、 他教 科 の 教 科 志 向 型 カ リ キ ュ ラ ムの 運 用 にお い て も、 こ の よ うな 「支 援 の ツー ル 」
や 木 稿 で提 示 した 「支 援 の流 れ」 を踏 ま えた授 業 設 計が 求 め られ るだ ろ う。
5-4.AUカ ー ドの 限界 と新 た な支 援 ッー ル の必 要 性
ワー ク シ ー トな ど で の ま とめ 作 業 な どに お い て 、 児 童 生 徒 が 蹟 く も う一 つ の 理 由 は、
AUカ ー ドの 限 界 と閃連 が あ る と,慰わ れ る 。 学 習 活 動 を最 小 の 活動 単 位 で捉 え たAUカ ー
ドに よ って 、 た しか に柔軟 な授 業 設 計 が 容 易 に なる だ ろ う。 しか し一 方 で 、AUカ ー ドは 、
活 動 単 位 を文 単 位 で切1)取 った.輸に限 界 もあ るの で は ない だ ろ うか 。 なぜ な ら、AUカ ー
ドで 活 動 の 局 面 を把 握 で きて も 、活 動 全 体 の文 脈 を設 定 す る こ とが 難 しい か らで あ る。 ま
た 、AUカ ー ドで 提 示 され た 日本 語 表現 は 、教 師 と生 徒 の 直接 的 な接 触 場 面 で の教 師 の働
きか け と応 答 で 川 い ら札 る もの で あ り、 比 較 的 文脈 的 補 助 の高 い状 況 で の コ ミ ュニ ケ ー
シ ョ ンに閃 わ る もの が ほ とん どで あ る。 逆 に 、 児堂 生 徒 が 各 自 ワー ク シー トを完 成 させ る
と きの よ うな文 脈 で 、児 童 生 徒 が 日木 語 で 自己 表 現 をす る よ うな 活動 局 而 に相 当 す るAU
カー ドはそ れ ほ ど多 くな い。
日本 語 能 力 が 不 十 分 な児 童 生 徒 の 場 合 、 タス ク シ ー ト上 の 短 い 指 示 を読 ん だ り、指 示 に
応 じて 簡 単 な 日本 語 で書 くだ け で も、 日本語 で の有 捷 的 な学 習 は な され る・ しか し、児 童
生 徒 の 日木 語 力 が 高 ま る につ れ 、 「何 の た め に 、 どの よ う に」 とい う文 脈 的 な要 素 を 、 日
本 語 指 導 の 中 に盛 り込 む必 要 が 生 じるは ず で あ る。 例 え ば、 観 察 した こ とや 考 え た こ と を
どの よ うに ま とめ 、 どん な順 番 で どん な 言 葉 で 発 信す るか ・ あ る 口的 の ため に発 信 された
もの を ど う受 け とめ るの か。 活動 単 位 と文 単位 で の 表現 を結 び つ け たAモ.1カ ー ドに加 え 、
よ り大 きな文 脈 で の 言 語 的 側 面 、 オー ス トラ リアのESL教 育 で重 視 され る よ う な、 ジ ャ
ン ル を軸 に した授 業 設 計 を考 え る必 要 が あ る の で は ない だ ろ うか 。
す で に、 国 語 科JSLカ リキ ュ ラム で は、 手 紙 文 やll,il折聞 を作 る授 業 案 の 中 で 、 表 現 活
動 にお け る ジ ャ ン ル的 な要素 に閏 す る言 及 が 見 られ る,,し か し、他 教 科 で は 、 「感 想 を書
く」 「わ か っ た こ とを111'く」 な どの 表現 活 動 が 教 科 特 宥 のAUと して盛 り込 まれ て い なが
ら、 どん な 目的 で 、 どの よ う に書 くの か を示 す 支 援 ツー ル に乏 しい 。 ジャ ン ル は 、 口頭 言
語 、 文 字 言 語 を問 わ ず 、児 童 生 徒 が 学 校 や社 会 の 中 で学 び成1.ξして い く中で 必 要 な言 語 能
力 と認 識 され るべ きで あ り、 国 語 以 外 のJSLカ リキ ュ ラ ムo)運 用 に お い て も考 慮 す る必
要 が あ る。 した が っ て 、JSLカ リキ ュ ラム を よ り有 意 義 にJSL児 童 生 徒 の学 ぴの 支 援 に活
'レ
学び と成長 を支援 する年 少者 日本 語教育実践に向けて
か す た め に、 文 脈 単 位 の 言語 的 側 面 、 ジ ャ ン ル を どの よ う に授 業 に取 り入 れ るの か 、新 た
な授 業 設 計 の 支 援 ツー ル を構 築 す る必 要 が あ る ユ2。
6.ま とめ と今 後 の課 題
本 稿 は、 オー ス トラ リアの 年 少 者ESL教 育 の 分 析 を通 じて 、 オ ー ス トラ ワアのESLに
お け る 理 念 的 目標 と指 導 原理 と、学 び と成 長 を支 援 す る年 少 者JSL教 育 実 践 へ の 応 用 を
論 じた 。 しか し、 オ ー ス トラ リ ア の 年 少 者ESL教 育 現 場 に も課 題 に残 る・ そ れ はESL
児 童生 徒 た ち 自身 のESLを 教 え られ る こ とに対 す る 苛 立 ちや 反 発 か ら も見 て とれ た。 こ
の よ う な意 味 で 、 オ ー ス トラ リ ア の 移 民 教 育 政 策 、 学 校 で のESL教 育 も未 完 成 で あ り、
ESL児 童 生 徒 の 視,点か らの検 証 と改…善が 必 要 で あ る。 しか し、ESL教 室 で 教 師 の 支 援 を
受 け な が ら、 子 ど もた ちが 創 造 的 に学 び 、 オ ー ス トラ リア とい う新 しい 社 会 、文 脈 の 中
で 、 第 二 君 語 で あ る英 語 を使 い なが らた くま し く成 長 して い る こ と も事 実 で あ る ・ 筆 者
は 、 こ の こ と とス キ ャ フ ォー ル デ ィ ン グ とは 無 関 係 で は な い と考 え る。
今 後 、 日本 の学 校 で の教育 実 践 を通 じて 、 年 少者JSL教 育 に お け るス キ ャ フ ォー ル デ ィ
ング の方 法 とそ の是 非 を論 じる必 要 が あ る。 日本 国 内 のJSL児 童 生 徒 が お か れ た文 脈 は 、
日本 の 学 校 文 化 や 学 校 に お け るJSL児 童 生 徒 ヴ)人数構 成 、 周 囲 の 社 会 環 境 な ど、 オ ー ス
トラ リア のESL児 童生 徒 を取 り巻 く文 脈 とは 異 な る 。 した が っ て 、個 々 のJSL児 童 生 徒
のお か れ た 状 況 や 実 態 を 踏 ま えて 、 どの よ うな ス キ ャ フ ォー ル デ ィ ン グが で きるの か 、 縦
断 的 に実 践 を重 ね 、 検 証 す る こ とが 肝 要 で あ る。 木稿 で論 じた ス キ ャ フ ォー ルデ ィン グの
理 念 や 方 法 論 を踏 まえ 、 日本 国 内 に お け る 年 少 者JSL教 育 現 場 で どの よ うに ス キ ャ フ ォー
ル デ ィ ン グが で きる の か 、実践 の あ り方 を明 らか にす る こ とを今 後 の 課 題 と した い 。
注
1JSLはJapaneseasaSecondL肌guage(第 二言語 としての 日本語)の 略 。「JSL児童生徒」 とは、
目本在住の外国人児章生捷や中国帰 国者 家族、日本 人帰 国児童生徒 な ど、過去 の学校教育での使
用言語や家庭 内言語が 日本語 以外 の言語 であ り、 日本語 を 「第二言語」 とする児童生徒の ことを
指す。 日本の学校 には 「定住型」「短期滞在型」 の児 ゴi!生徒が泥在 し、 児童生 徒の来 日背 景や ラ
イフコースを考慮 した支援の必要性が 認識 され て きた。筆著 は、中国帰 国者児竜 の家庭内 目本語
学翌支援 ・巾学校で 「定住型」生 徒の 日本 語指導に関わって きた経験か ら、「定住型」 のJSL児
童生徒 を対 象 とした日木語指導の あ り方 に関心 を持ってい る・ 本稿 も 「定住 型 」のJSL児 童生
徒のための教育実践 につ いて論 じる,
2オ ー ス トラリアでは、6つ の州 および2つ の直 轄区が初等 ・中等 教育段階 にお ける教育権限 をも
ち、独 自の教育 施策 を展開している(見 世2000=187〉 。 ク ィー ンズラン ド州では小学校(Primary
SchoDI)で1-7年 生が,ハ イス クール(HighSchooDで は8～12年 生 が学 ぶ.な お、本稿で
は、ノ、イスクールを 「高校」 と言己す。
3ESL児 童生徒の言語能力則定やESL教 師の配羅等、 クィー ンズラン ド州 におけ るESL実 施 シス
テムについては川上(2003)で 詳述 されている。
42003年3月 当時。
5M高 校 は8～12年 生対 象のハ イス クールだが、7年 生相当年齢の子 どもを入学 させ ること もあ
るウ
61小 で低学年ESLを 担当するC教 諭 は,小 学校の普遁 クラスの担任教 師 としての教育経験 もあ
早稲 田大学 「1木語教育研究
る。TESOL資 格 収 得 後 にESL教 員 と して ゴ1、打務 して お り、ESL指 導 経験 は7～8年 とい う こ と
で あ っ た 。
7こ の ほ か 、 別 の 小 学校 にfl・F勤す るESL教 師1名 、 宕.夏数 の 小 学 校 を巡 回 しなが らESL指 導 に あ た
る非 虐1躍.カo)ESL専 門敦.員2名 、 ハ イ ス クー ル に常 勤 す るESL教 師2名 か ら も、 授 業 見学 を 通 じ
て 話 を聞 くこ とが で きた ・ 小 学 校 で 非?iぱ・、OでESLを 教 え る教 師の う ち1名 は 、 一 般 学 級 の担 任
と して の 教 青経 験 が あ る.も う一 人は 、 自 身が 移民 で あ る こ とか ら、ESL教 師 に な る 前 は 、学
校 でLOTE(外 国語1教 師 と して1,曳女 σ)母語 の フラ ンス語 を教 え てい た とい う こ とで あ っ た。
8B教 言ll〕はESLBこlqdscalesl.McKay他1992)を 示 し、 「レベ ル の3～4ま で 英 語 力 をつ け させ る」
こ とが 同 ブ ログ ラ ムの 目標 で あ る と轟'及し た。ESLBalldsc呂le3は 、 「レベ ル3一・4」 の 英 訣 力 の
特 徴 と して 、学 年 相1,と1の口 頭 言語・・文字 言 語 の キー ワー ドを拾 うこ とが で きる 、 簡 単 なテ クス ト
を 読 み書 きで きる 、 身近 な 場 面 で は英 語 で コ ミュニ ケ ー シ コンで きる 、 な どを 挙 げ て い る 。
9HammDnd(2001)は 、 この 教 授 ・字 習 サ イ クル を オー.ス トラ リア の 言 語 ・リ テ ラ シ ー教 育 で重
視 さ れ て い る ジ ャ ン ル ・ア ブ ロー チ と聞 連 づ け て 提 示 した。
10We(シdbllsteractiv[しybook!et.は 、 オ ー ス トラ リ アσ)環境 問 題 で あ るf、1∫草 の,駆除 に つ い て理 解 を深
め る た め の 全 児 童 生 徒向 けの リ・ノー ス敦 材 。We(2dbusterWe【:kと は 、 自然 環 境 問 題 、社 会 問 胆
を考 え る 強 化週 間 σ)ひとつ 。 こ れ に 閏連 して 児 塩生 徒 が そ の学 習 成 果 を競 うコ ンテ ス トが 企 画 さ
れ る⊆,詳細 はhU)1.〆 〈▽ww.w(ledbusters.1nfo!cometld〔.ms.htm参 照,⊇
11ア ク テ ィ ビテ ィ6に 取 り組 む時 問 に立 ち会 う こ とが で きな か っ た ため 、 この段 階 の 詳細 を述 べ る
こ とは で き ない 。 しか し、 担 当 のD教 諄li㌃は 、 日常 的 に ワー ク シ ー トと うを用 い て ジ ャ ン ル を 明
示 的 に 数 え る時 岡 を設 け て い た,っ また 、M高 校 で も、 ジ ャ ン ル を意 識 した授 渠 や 、 書 くた め の
トレー ニ ン グブ ロ グ ラム が 実践 さ れ てい る。.紙面 の 都 合 で 本 春、1では繕 介 で きな い が,別 の 祓 会 に
ま とめ る と『よる ∂
12日 本 の小 中学 校 、 高校 に お け る ジ ャ ンル研 究 に閃 す る 論 考 は 見 あ た らない 。 日本 の 学 校 で の ジ ャ
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